
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ぼく・わたしをそだてる ほとけのことば「縁起―私を生かすつながりを知る―」 

・菜園日記 

・浄苑にあつまれ！ 

親子仏法の集い 毎月開催中 

3・4 月号 

東山浄苑東本願寺発！パパママこどものフリーペーパー  

だっこだっこあみだっこ 
 



 

 

 

 

 
 

 

●「縁
えん

起
ぎ

」とは？  

「縁起」とは、「よいことわるいことのきざし、前

兆」の意味で一般的に使うことが多い言葉です。 

たとえば、初夢で「一富士二鷹三
い ち ふ じ に た か さ ん

茄子
な す び

」を見ること

ができれば、その一年はいい年になるといわれ、「縁

起が良い夢」として喜ばれます。最近は「ルーティン」

という言葉をよく聞きますが、よいことが起こるよ

うに靴をはくときは右からはくとか、大事なテスト

がある日には同じ服を着るとか、よい結果につなが

ると信じてする準備的な行動を言うようで、「縁起を

かつぐ」とも表現します。このように、起きたことが、

その後のよい結果・悪い結果をもたらす、と考えると

きに「縁起」という言葉が使われます。 

  

この「縁起」は、もとは仏教の言葉です。仏教では

一般的に上で書かれたような意味合いではなく、「す

べてのものはそれひとつだけで成り立っているわけ

ではなく、いろいろなことがよりあつまってできて

いる」という意味で使われます。すべてのものごとに

は必ずそれが生まれた原因があります。そういった

原因、すなわち「縁」は、わたしたちが生まれるずっ

と前からたえることなく続いています。そして世界

は「縁」によって成り立っているのです。 

 

●お父さんとお母さん  

私たちはお父さんとお母さんから生まれました。

そして、お父さんとお母さんにも、それぞれお父さん

とお母さんがいます。私たちにとっては、おじいちゃ

んとおばあちゃんですね。 

 

 

 

 

 

 

 

つまり、私たちのお父さんとお母さんには、あわせ

て 4人のお父さん、お母さんがいて、さらにその 4人

にもそれぞれお父さんとお母さんがいて…これを 

10 代さかのぼると、 1024 人ものお父さんとお母さ

んがいるということになるのです。もし、そのうちだ

れか、たった一人でもいなかったら、どうでしょう？

今の私たちは生まれていません。とてもありがたい

ご縁ですね。 

 

●ありがたい 

「ありがたい」を漢字にすると、「有り難い」、「有る

ことが難しい」というふうに書きます。 

ありがたい、めったにないご縁によって、私たちは

今いる場所にいます。「有る」のが当たり前だと思っ

ている普段の生活を振り返ってみると、例えば今日

たべたごはんは、お米を育てたお日さまや水などの

自然の恵み、田植えや稲刈りをした人、お米を運んだ

人、お米を売った人、そしてごはんを炊いてくれた人

…たくさんのつ

ながりに思いを

はせることがで

きますね。 

身近なすべて

のものに、同じ

ようにたくさん

のご縁を感じる

ことができるは

ずです。 

 

●ご縁を大切に  

「ご縁」という言葉も、「縁起」という仏教の思想か

ら生まれた考え方です。 

お父さん、お母さん、友だち…たくさんのありがた

いご縁によって生かされているのがわたしたちです。 

その「ご縁」を大切にしていくことで、毎日のくらし

がまったく新しいものに感じることでしょう。 

 

仏教には、今のわたしたちにとって、あたたかなともしびとなることばがたくさんあります。 

「ほとけのことば」から、わたしたちの日々のくらしの目標をかんがえてみましょう。 

 

 

 

 

 

縁起（えんぎ） 
私を生かすつながりを知る  

 

 



                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

東山浄苑東本願寺には、親子で野菜の種まき・収穫体験ができる（※）菜園があるのを知っていますか？ 

その名も「あみだっこ菜園」です♪ 

（※）毎月第３日曜日に開催している親子向けイベント「親子仏法の集い」。詳しくは裏表紙に！ 

 

 

・にんにく 

・玉ねぎ 

 

 

 

チンゲンサイの収穫と天地返しをしました！ 

芽キャベツの収穫をしました！ 

 

早ければ２月中旬頃から、浄苑の白梅 

と紅梅がほころび始めます。 

学問の神さまで有名な菅原道真
すがわらのみちざね

は、 

「東風
こ ち

吹かば においおこせよ梅の花 

      主
あるじ

なしとて 春を忘るな」 

と歌によみました。 

 

 

 
 

天地返し！ 

 

 

 

 

芽キャベツってこんな

ふうにできるんだね！ 

 

 



 

4 月10 日・17 日・24 日（日） 

10:00～12:00 
 

【活動内容】  花まつり子ども法要の練習 

※4/10 は衣装合わせ・総門参詣・お経の練習 

※4/17・24は花まつりリハーサル 

 

【場   所】  東山浄苑東本願寺 

 

 
 

毎月第３日曜日（行事等で変更の場合あり）に、東山浄苑東本願寺の菜園で行っている親子向けの活動。 

また、花まつりでは、毎年こども法要をおつとめしています。 

なんでもありがたくいただいて、粗末にしない―古きよき日本人を育てた仏教の教えです。 

家族で野菜づくりや年中行事に親しみ、「いただきます」「ありがたい」の豊かなこころを育てましょう。 

乳幼児から中学生までのお子さんとご家族はどなたでも参加できます。お気軽にお尋ねください！ 

【活動日】毎月第３日曜日 ※年中行事、花まつり前には変更   

【場 所】東山浄苑東本願寺  

【参加費】1家族 1,000円 ※初参加無料！ 

◎ベビールーム完備／屋内無料駐車場完備／参加ご家族 30 組限定  

【お問い合わせ・参加のお申し込み】  

東山浄苑東本願寺 総合受付 

 電話075-541-8391 ～ 1 7： 0 0
毎日 9：00

 

※活動内容は、天候や作物の成長状態などによって、予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。 

※雨天の場合は、掛軸づくりや報謝行アクリル毛糸ほうき作り・仏具おみがきなどの室内企画を行います！お楽しみに！ 

 

 

LINE で参加申し込みができます。 

詳しくはお尋ね下さい。 

LINE ID: oyakobuppou 

  

 

菜園や活動のようすをアップ中！ 

フォローして画面を提示するだけで 

参加費 1 割引♪（１家族１回のみ利用可） 

アカウント名: amidakko 

  
だっこだっこあみだっこ 令和 4 年 3・4 月号 

令和 4 年 3 月 20 日発行 発行･印刷/東山浄苑東本願寺 〒607-8461 京都市山科区上花山旭山町 8-1 電話 075-541-8391  無料 

4 月 29 日（金・祝） 

花まつり 本番 
 

【場  所】 東山浄苑東本願寺 

詳しくは同梱の

チラシをご参照 

ください 

 


